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厳
し
さ
増
す
ま
ち
の
台
所
事
情

厳
し
さ
増
す
ま
ち
の
台
所
事
情　
　

で
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
当
事
者
意
識
を

も
っ
て
予
算
編
成
作
業
に
参
画
し
て
進
め
て

き
ま
し
た
。　

ま
た
、
町
長
が
政
策
判
断
を
加

え
、
予
算
化
で
き
る
「
政
策
調
整
枠
」
を
新

設
し
て
総
合
的
に
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
人
件
費
や
物
件
費
な
ど
総

体
的
に
各
経
費
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
か
ら
、
各
種
基
金
（
貯
金
）
の
取
り
崩

し
額
は
、
前
年
度
よ
り
約
1
億
7
千
万
円
減

の
9
千
8
百
万
円
と
し
、
繰
越
金
に
つ
い
て

も
前
年
度
よ
り
3
千
万
円
減
額
し
て
収
支
均

衡
を
図
り
ま
し
た
。　

　

本
年
度
の
予
算
の
内
容
を
見
て
み
ま
す

と
、
収
入
で
は
全
体
の　

・
5
％
が
依
存
財

73

源
、
い
わ
ゆ
る
国
・
道
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方

交
付
税
や
補
助
金
な
ど
で
占
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
町
の
財
政
構
造
は
国
の
財
政

政
策
に
影
響
さ
れ
や
す
い
し
く
み
に
な
っ
て

お
り
、
と
り
わ
け
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

横
ば
い
あ
る
い
は
縮
減
方
向
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は
収
入
全

体
の　

・
9
％
に
し
か
過
ぎ
ず
、
ま
だ
ま
だ

16

景
気
回
復
に
よ
る
増
収
は
見
込
め
な
い
状
況

に
あ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
こ
と
が

予
測
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
支
出
に
お
い
て
も
人
件
費（
職
員
給

与
費
な
ど
）
や
公
債
費
（
今
ま
で
の
借
金
）

な
ど
義
務
的
経
費
が
全
体
の　

・
7
％
を
占

43

め
て
お
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
充
て
る
経
費

の
割
合
が
年
々
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

財
政
の
硬
直
化
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
毎
日
の
よ
う
に
各
地
の
自
治
体
の

財
政
問
題
が
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
ま

す
が
、
本
町
に
お
い
て
も
常
に
危
機
感
を
持

ち
、
行
財
政
改
革
の
め
ざ
す
、「
持
続
可
能
な

財
政
構
造
へ
の
転
換
、
基
金
に
依
存
し
な
い

財
政
運
営
」の
実
現
に
向
け
て
、
引
き
続
き
着

実
に
行
財
政
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

基
金
に
依
存
し
な
い

財
政
運
営
を
め
ざ
し
て

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
、　

億
５
千
万
円

６２

で
、
前
年
対
比　

％
の
減（
４
億
６
千
８
百
万

７．０

円
減
）で
、
平
成　

年
度
か
ら
４
年
連
続
で
前

１６

年
度
予
算
を
下
回
る
「
緊
縮
型
予
算
」
と
し

ま
し
た
。

　

本
年
度
の
予
算
の
特
徴
は
、
歳
入
（
収
入
）

で
は
、
町
税
が
前
年
度
よ
り
約
１
億
５
千
６

百
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

国
の
「
三
位
一
体
改
革
」
に
よ
る
も
の
で
、

税
源
が
国
か
ら
各
市
町
村
に
移
譲
さ
れ
た
結

果
、
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
が
増
え
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
今
ま
で
所
得
税
と
し
て
国
に
納
め

て
い
た
税
金
の
一
部
が
、
町
に
町
税
と
し
て

納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、
従
来
の
国

か
ら
各
市
町
村
へ
交
付
さ
れ
て
い
た
所
得
譲

与
税
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
歳
出
（
支
出
）
で
は
大
型
事
業
（
国

営
事
業
負
担
金
一
括
償
還
、
道
路
・
橋
梁
整

備
、
見
晴
台
公
園
整
備
な
ど
）が
終
了
し
た
こ

と
や
行
財
政
改
革
に
よ
り
人
件
費
を
は
じ
め

と
す
る
各
経
費
の
縮
減
を
図
っ
た
こ
と
で
、

ほ
と
ん
ど
の
支
出
科
目
に
お
い
て
前
年
度
よ

り
減
額
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
新
規
事
業
と
し
て
は
、
教
育
関

連
で
上
富
良
野
中
学
校
の
「
教
育
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
整
備
」、「
上
富
良
野
小
学
校
・
中

学
校
の
整
備
」、
放
課
後
児
童
の
安
全
な
居
場

所
づ
く
り
の
た
め
の
「
放
課
後
プ
ラ
ン
」、
農

業
関
連
で
は
、
農
地
、
水
路
、
農
道
等
の
維

持
・
長
寿
命
化
を
目
的
と
し
た
共
同
管
理
活

動
支
援
と
し
て
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向

上
対
策
」
を
、
ま
た
、
利
便
性
を
高
め
る
た

め
コ
ン
ビ
ニ
で
納
税
で
き
る
「
コ
ン
ビ
ニ
収

納
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
す
る
な
ど
の
予
算
措

置
を
行
い
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
効
率
的

な
行
政
執
行
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

�
4
年
連
続
で
前
年
対
比
減
の

　
『
緊
縮
型
』�

『
選
択
と
集
中
』に
よ
る

予
算
編
成

　

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
町
の
行
財
政

改
革
実
施
計
画
の
目
標
で
あ
る
平
成　

年
度

20

に
は
基
金
（
貯
金
）
に
依
存
し
な
い
収
支
均

衡
の
取
れ
た
財
政
運
営
を
基
本
に
据
え
、
予

算
編
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
は
従
来
の
事
務
事
業
予
算
の
一

律
削
減
、
い
わ
ゆ
る「
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ

方
式
」
を
改
め
、
新
た
な
手
法
と
し
て
「
予

算
枠
配
分
方
式
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
方
式
は
、
義
務
的
経
費
（
人
件
費
、

公
債
費
な
ど
）
を
除
い
た
裁
量
的
経
費
を
対

象
に
一
定
率
を
乗
じ
た
予
算
枠
を
各
課
に
配

分
す
る
も
の
で
、
各
課
に
お
い
て
は
そ
の
枠

の
中
で
、「
選
択
と
集
中
」
に
よ
り
各
事
務
事

業
の
優
先
度
や
必
要
度
に
応
じ
て
、
主
体
的

に
判
断
し
て
予
算
を
積
み
上
げ
て
い
く
も
の

　1

　2

　3

　4

　5

（
億
円
）

H15 （年度）

年度別基金（貯金）取崩し額

特定目的
基金

財政調整
的基金

H16 H17 H18 H19

広報かみふらの 2007.4  �



平成１9年度の行財政改革の主な見直し内容
見 直 し 予 定 額 内　　　容　項　目

670万円

●議員定数の削減（１８人⇒１４人、次期選挙から【平成１９年８月予定】）

行政委員会・
附属機関等の
見直し

●附属機関等の見直し（学校給食センター審議会廃止。総合計画審議会委員数
　【３０人⇒１５人】削減）

●議員・委員旅費(費用弁償)の見直し【宿泊料・日当引下げ】

●道外研修の廃止（農業委員・民生児童委員）

6,630万円

●退職職員の不補充、職員定数適正化計画の前倒し(214人⇒208人)

人件費の抑
制

●諸手当の見直し（期末手当加算額の凍結、管理職手当の定額化、特殊勤務手当　
　の廃止・定額化、時間外勤務手当の縮減）

●選挙投・開票事務(時間外勤務手当)の報酬化

●勤務時間の見直し（週３８時間４５分⇒週４０時間）

●臨時職員の任用縮減、パート化

4,970万円

●旅費の見直し(宿泊料、日当引下げ)
経常経費の
削減

●交際費、食料費、通信運搬費、消耗品等の縮減

●施設管理委託経費の縮減見直し

3,830万円
●西保育所の民間移譲民間活力の

活用 ●指定管理者制度による施設管理(新規：見晴台公園)

1,070万円

●行政推進事務交付金・自治活動推進研修事業補助・地区敬老会
　交付金等（⇒住民自治活動推進交付金へ統合移行）

補助の見直し

補助金等の
整理合理化

●明るい選挙推進協議会交付金（⇒町選管啓発事業へ移行）

●学校給食費徴収事務取扱交付金（⇒学校給食会事業へ移行）

●スズメ蜂駆除費補助（⇒全額自主駆除へ移行）

●地力増進対策推進事業補助（⇒民間団体事業へ移行）

●北の大文字イベント事業補助（⇒観光諸行事負担へ移行）

地域福祉推進事業補助、ボランティアの町づくり事業補助、児童
入所委託施設運営費補助、奨励作物振興事業補助、遠距離通学者
（冬季）部活動交通費補助、私立幼稚園特別活動振興補助、自主
企画芸術鑑賞事業補助、女性リーダー養成補助、スポーツ教室開
催補助、B&G体験航海派遣事業補助

補助の縮減

町職員互助会、民生児童委員会、町社会福祉協議会、町老人クラ
ブ連合会、富良野地方自衛隊協力会上富良野支部、町アグリパー
トナー協議会、島津地区道営経営体育成基盤整備事業促進期成
会、町学校給食会、いしずえ大学自治会、町青少年団体協議会、
ボーイスカウト、町PTA連合会、町体育協会

（団体分）

介護保険料所得段階による受益者負担新設【無料⇒2,000～8,000円】緊急通報システム受益者負担
の適正化 各公共施設使用料設定基準の是正見直し（１５施設）施設利用料

コンビニ収納（納入）サービス導入【町税、国保税、上下水道料金】収納環境の向上徴収対策の
強化 滞納者への行政サービス制限開始（58事業対象）徴収対策の強化

■　平成18年度行財政改革実施計画の進捗状況については、広報かみふらの7月号でお知らせします。

� 広報かみふらの ２００７.４


